
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：医療法人財団明理会  IMS Me-Life クリニック 千葉  

受審施設の概要  

IMS Me-Lifeクリニック  千葉は、 IMSグループに属する健診専門の施設である。施設は、千

葉駅前のビルの８階と９階にあり、８階全てを健診専用とし、男女でほぼ完全に分離して健

診を実施している。  

運営管理はグループにより計画的に行われている。各種の精密検査や再検査、読影は同グ

ループ内で連携して行われ、データも共有されている。  

年間受診数は、人間ドックが 16,000名強で、男女を区分した施設のためか、半数近くが女

性である。  

2005年に初回認定を受け、今回は 4回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針は、パンフレットやホームページに掲載され適切に運用されている。  

個人情報保護に向けては適切な管理が行われているが、院内掲示の方法については再検討

を期待する。  

就業規則等の各種規程については、改訂日や改訂記録も管理され適切である。また職員へ

は入職時のオリエンテーションにて周知する等、適切である。ハラスメントや旅費規程も、

運用を含め適切である。  

中期経営計画・年度事業計画・予算書等については、グループ全体のものとは別に施設独

自でも作成しており、職員へもファイル共有にて周知されている。  

医師や医療職の資格確認については、原本の確認を含めて適切である。  

IMSスクールという教育プログラムのもと、職員に必要な教育研修を行っており、年間教育

計画も策定されていることは良いが、医師の教育体制が策定されていないことは、今後の課

題と考える。  

医療安全管理体制として、月に１回医療安全管理委員会を行い、インシデントを報告し、

再発防止と他部署への共有を行っている。グループ内でもインシデント事例が共有されてお

り適切である。感染防止に向けては、対策委員会が定期的に開催されている。  

安全衛生管理体制としては、衛生委員会が定期的に開催され、職員健診の受診率はほぼ 100%

である。電離放射線健診の受診状況を含めて適切である。フォローアップを施設で実施でき

ることと、各種の予防接種も行われている。  

防災対策については、ビル全体の防災訓練への参加や停電対策も実施しており、適切と判

断する。  

情報の管理体制は、全体のサーバーは本部に、中間サーバーが施設内に設置されている。

施設内サーバー室の運用は適切であり、情報の安全管理体制も良好である。  

薬剤診療材料の管理は、定数制が導入され、在庫管理も適切である。  

委託業者の管理は、複数見積の取得や選定についての見直しが毎年行われているだけでな

く、一定金額以上の保守契約などは本部で書類審査も実施しており、適切と判断する。  

高齢者や障害者等、配慮が必要な受診者への対応として、今回の増改築で車いす用トイレ

を完備した。手話や筆談等も実施されている。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

契約については担当表が作成され、各担当者により管理されている。契約書には、反社会



的勢力や個人情報に関する記載もあり、適切に運用されている。  

予約・受付業務は、マニュアルに沿って実施されているが、作成日付や改訂記録の表記が

ないので、内容の充実も含めた改善に向けて検討されたい。  

基本検査項目が行われている以外に、オプション項目を施設の判断で適宜追加されている

ことは良好と考える。  

男性と女性でほぼ完全に分けられているだけでなく、待合室の広さも十分と考えられる。

また、各検査室が個室であることは受診環境として良いと考える。土曜や日曜の実施につい

ても良好と考える。  

受診前の各種送付物は適切と考えるが、同意書の取得方法についてはその内容とともに再

検討を望む。また、質問や相談に対する対応手順は誰にでもわかり、かつ直ちに参照できる

ものを備えることが望まれる。同時に様々なマニュアルについて、作成や改訂の年月日を含

めて形式を整えることをお願いする。  

医療面接や検査の体制は適切で、受診者情報の共有についても確実に行われている。  

検体検査を院内実施とし、当日中に確実に結果がわかることは良いことであるが、パニッ

ク値の対応までを含めて一つのマニュアルとすることが求められており、改訂をお願いする。

生理検査についても同様である。画像診断と生理検査の読影・判定の方法は良質と考える。  

医師による当日の結果説明は、 2021年度には一日ドックで 61.2％の受診者に対して実施さ

れている。今後は全員への実施に向けた体制の強化に期待する。  

保健指導は、管理栄養士により実施され、マニュアルや教育プログラムも整備されている。

ただし、実施率は一日ドックで 11.6％、二日ドックで 32.3％であり、さらなる実施率の向上

に向けた取り組みを望む。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者からの意見や要望を適宜反映されていることは適切と考えるが、その手順や改訂期

日についても明確にして周知されるようお願いする。  

フォローアップ体制については、精検指示率は概ね適切であるが、精検受診率は一部低い

項目もあり、さらなる努力を期待する。また、返信等の記録は適切と考えるが、より積極的

に地域医療機関と連携されることをお願いする。  

健診機関の責務として、健診で得られたデータを解析して発表することも大切であり、よ

り積極的な取り組みを期待する。併せて、一般に向けた情報発信の方法についても検討され

たい。  

受診者に向けた有用な情報提供として、広報誌や機関誌を定期的に発行しており、各種健

診統計や健康情報の提供が継続的に行われており、良い取り組みと考える。  

健康経営に向けた取り組みとしては、保険者と連携して貸切健診が実施されており、良好

と判断する。  

業務改善は、業務改善委員会、職長会などで受診者・職員の意見を反映し改善を行ってい

る。施設目標を毎年設定しており、評価の職員への周知も併せて、適切と判断する。  

 前回の指摘事項の内、結果説明の実施率については院内ラボの設置による結果説明の早期

開始という改善はあるが、さらなる実施率の向上に期待する。  

 

総括  

本施設は、フロアが男女別にほぼ完全に分けられていることや、検査室の個室化が整備さ

れていること等、プライバシーへの配慮が十分に行われた健診施設と言える。また、各種画

像診断の読影が当日中に２回行われ、仮報告書を当日渡す取り組みは評価できる。一方で、

結果説明を受けずに帰る受診者がいまだ少なくないこと、保健指導体制については、さらな



る努力の余地があると考える。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定更新に値すると判断する。  

 

審  査  日   2022 年  6 月  2 日  

認定承認日  2022 年 6 月  18 日  


